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一 資 料 一

国際交流:台 北医学大学夏期研修でのボランティア体験

師井佳奈子㍉ 菅彩香

要 旨

今回の台北医学大学 との1か 月間に渡 る国際交流プログラムは高齢者ケアにっいて学ぶことを 目的に

企画 され、講義や施設見学、遊びを通 して多 くの経験 と学びを得た。特に学生達の学習姿勢か らは、講

義での活発なディスカ ッシ ョンを通 して、学生間の相乗効果で全体 としての理解 をより深 めることの大

切 さを学んだ。また、施設見学での通訳経験か ら、相手 と真剣 に向き合い伝 えようとする姿勢 を持つ こ

とが コミュニケーシ ョンでは大切だ とい うことに改めて気が付いた。

また、この1か 月の学習を通 して高齢社会が抱える問題 の深刻 さが共有できたのではないか と感 じた。

今後、世界的に高齢者数が増加す る と予想 されてお り、高齢者 ケア問題 は国際的に取 り組むべ き問題 で

ある。今回の交流 を通 して、高齢者の高齢者 ケア対策を国際的な広い視 点か ら議論 し、共に取 り組 める

可能性 を感 じた。

キ ー ワ ー ド:国 際 交 流 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 学 習 へ の 姿 勢 、 台 北 医 学 大 学
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1.は	 じめ に

台北 医学 大学:TaipeiMedicalUniversity(以

下 、TMU)の 看 護 学部 の学 生 との 国際交流 プ ログ

ラム は7月31日.:31日 に大 阪大 学で 実施 され 、

10人 の 学生 がTMUか ら参加 した。大阪 大学 か ら

は、大学 院 生 と学 部 生 を合 わせ 、30人 以 上 のボ ラ

ンテ ィア が参 加 した。 この国 際交流 で はボ ラ ンテ

ィア と して多 くの プ ログ ラム に参加 し、TMUの

学 生 と主 に高齢者 ケア につ いて 共 に学 び 、共 に遊

び 、多 くの刺 激 を も らった1か 月 間 となっ た。

1か 月 間 のス ケジ ュール お よび ボ ランテ ィア の

役割 につ いて は、表 に ま とめた。(表1)(写 真1)

表1n皿 ∫のヌケジュール概要


内容

学ひ

・大学での講義(計7日)

一日本の制度、高齢者を取り巻く現状、
高齢者に対する取り組みなど

・8か所の施設見学

一ナーシングホ ーム、通 所リハビリセンター、

特別養護老人ホーム、地域包括支援センター、

保健所、病院など
遊び ・ワエルカムバーティー

、ハ ーペ ヰユー
・京都 ヤ〉奈良へ の観光

.Iv州 へ の旅行
・フェア ウェル11一 テ ィー

・そ の 他 ..,


ボ ランテ ィア として

参加 した私たちの一

番の 目的 として、 自

分の英語力 を向上 さ

せたい とい うことが

あったが、TMUの

学生 との貴重な1か

月間の国際交流では 写真1.講

それ以上 に、数多 く

ボランティアの役割
・施設への案内

・施設見学内での通訳

・講義の セ・ンティン7な ど

・企画
、準備 なと

義の様子

のことを学んだ。その学びを深めるため、この1

ヶ月間で得 たものについて振 り返 りたい と思 う。

1.国 際交流 プログラムの実際

1ヶ 月間の交流プログラムでは、講義や施設見

学でのディスカ ッシ ョンを通 して、台湾 と目本 の

高齢者ケアについて互いに学んだ。例 えば、施設

見学 では食事介助 は時間がかかって も見守 るこ

とが基本であ り、できない ところだけ介助 してい

た。 しかし台湾では介助が必要な患者 には全て介

助者が食べ させ ることが一般的 とのことで、その

違いに驚いていた。TMUの 学生は、介助方法の

意味を知 り、 日本の食事介助方法 に興味を持った

様子であった。その他にもTMUの 学生は 日本 の

高齢者ケアを学ぶ中で、日本 の繊細で丁寧 な気配

りがな された看護ケアや、地域のネ ッ トワー ク、

高齢者 ケアにお けるボランテ ィアの役割 の重要

性 に驚いていた。

施設見学での通訳で施設職 員の方の説 明や ケ

アに対す る熱 い思 いを英語で表現す ることは非

常 に難 しかった。 しか し、 日常生活や本人の意 向

に沿った支援への工夫や、高齢者ケアにおける問

題点(人 員不足、財政不足な ど)に ついて施設職

員の方が熱心に語 る姿 と、TMUの 学生の学びた

い とい う真剣 な姿勢 を目の当た りに し、自分 も少

しで も多 くの事を伝 えたい とい う思いになった。

そ こで、ただ言葉 を並べ て伝 えるだけではな く、

施設 の方 の説 明を簡単 な表現や具体例 を使 って 
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細か く説明 した り、ジェスチャーや漢字、スマー

トフォン、辞書 など様々な手段 を使った りす るこ

とで英語力 を補 う工夫 を行 った。そのよ うにする

ことで、お互いがその状況 を思い描 き、伝 えたい

内容や表現 を一緒 に考 えることができ、上手 く英

語 で表 現で きな くて もイメー ジを共有す ること

ができた。話を してみ ることと、伝 えたい とい う

思 いを持つ ことが コミュニケーシ ョンでは大切

であ ることを知った。

また、共に学ぶだけではな く、遊び もともに楽

しむ ことで 日に 日にTMUの 学生 との距離 も縮ま

った。TMUの 学生 とは同年代 とい うこともあ り、

よ り一層深 く交流す ることができた。8月 末には、
一人の院生の誕生 日が あ り

、TMUの 学生 と一緒

にサプライズパーティーを企画 した。サプライズ

を喜んでも らお うと、TMUの 学生は、部屋 の飾

り付 けをし、短時間で準備 した とは思えないよ う

な ユー モ ア溢

れ る部屋 を作

り上 げて くれ

た。先生方の協

力 もあ り、サ プ

ライ ズは大 成

功 とな り、とて

も楽 しい時 間

を過 ご した 。 写 真2.サ プ ラ イズ パ ー テ ィ ー

(写真2)

皿.TMUの 学生の見習 うべ き姿勢:デ ィス カ ッ

シ ョンへの参加態度

TMUの 学生の学習への姿勢 には、互いに協力

す る姿勢、礼儀正 しさ、何でも素直に楽 しむ姿勢、

な ど見習 うべき点が多 くあった。TMUの 学生は

積極的に意見を交わ し、疑問点があれば質問をす

る場面が多 くあ り、学生間の相乗効果で理解 を深

めていた。施設職員 の方 とのデ ィスカ ッシ ョンが

盛 り上がったため、急遽 プログラムを変更 してデ

ィスカ ッシ ョンを続 けた こ ともあった。 また 、

TMUの 学生は どのよ うなことにも楽 しんで取 り

組 んでお り、この様 な姿勢が講義や施設見学での

積 極的 な学習態度や多 くの事 を学び取 ろ うとす

る柔軟性 につ ながっていたのではないか と思 う。

日本の学生同士では、授業の場で発言 をした り、

デ ィスカッシ ョンを した りせず、自己解決 して し

ま う傾向がある。 しか し、 日本の学生も 自分の意

見を持 ち、発言す ることに恥 じらい を持たずに、

貴重な勉 強の機会を最大限に生か して、 どんな些

細 なこ とで も学び取 ろ うとす る姿勢 が必要 であ

る。

N.コ ミュニケー シ ョンのあ り方 についてITMU

の学 生 と施設の方 々の交流 を通 して

通訳が介在 しない場面で も施設利用者 の方 と

TMUの 学生が楽 しそ うに話 を した り、一緒に作

業を した りしていた姿を通 して、コミュニケーシ

ョンに向き合 う重要性 を感 じた。言葉でのや りと

りはスムーズではなかったが、お互いに相手の伝

えたい事 を何 とか汲み取 ろ う、自分の言いたい事

を伝 えよ うと一生懸命 コ ミュニ ケー シ ョンを取

っていた。 こ うしたコミュニケーシ ョンへの姿勢

自体が、言葉 とい う形 とはまた違 った、ある種の

コミュニケー ションとして、関係性の構築につな

がっているのではないかと思った。具体的なエ ピ

ソー ドとしては、 「私が好 きな歌を皆 さん に、歌

いますので聞いて くだ さい。」とTMUの 学生に話

しかけた施設利用者がいた。初め、TMUの 学生

は戸惑っていたが、その方がジェスチャーを交え

なが ら繰 り返 し話 をしてくれ、TMUの 学生 もそ

の方が何 か を自分た ちに しよ うと察 した様 子 で

拍手 をして うなずいていた。その様子 を見て利用

者 の方も笑顔 になって歌を歌われた。

このよ うな施設利用者の方 とTMUの 学生 との

関 りを通 して、言葉での流暢 なや りとりだけでは

なく、相手の話 を真剣に聞き、分かろ うとす る態

度 がコミュニケーシ ョンの基本 として、大切であ

ることを感 じた。真剣 にその人 と向き合 う姿勢 が

良い関係 を築 いてい くとい うコ ミュニケー シ ョ

ンの基本について今 回改めて、気付 くことができ

た。

V.高 齢者 ケアへの期待:国 際的な取 り組み

TMUの 学生の講義 ・施設見学でのデ ィスカ ッ

シ ョンでの真剣 に学ぼ うとする姿か らは、先 に高

齢化が進行 し、問題が顕在化 している 日本 の現状

か ら、今後高齢化が進行す る台湾で これか ら深刻

化 してい くであろ う問題 を予測 し、台湾全体の問

題 として対策 を考 えよ うとす る姿勢が伝 わ って

きた。また、施設職員 の方 が課題の多 い 日本の高

齢者の地域包括 ケアについて、高齢者 を見守 る地

域づ く りの夢や 自身 がや るべ き ことを語 った時

に、通訳をす る前にTMUの 学生が 「細かいこと

は分か らない けど、言いたいことは分 かった」 と 
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話 して くれた ことは印象的であった。この1か 月

の学習 を通 して高齢 社会が抱 え る問題 の深刻 さ

が共有で き、高齢者ケアへの危機意識 と関心が高

まったよ うに感 じた。今後、世界的に高齢者数が

増加すると予想 されてお り、高齢者 の高齢者ケア

問題は国際的に取 り組むべ き問題 である。このよ

うな高 い関心 を持 つ学生が海外 にい るとい う事

実を今回知ることで、高齢者の高齢者ケア対策を

国際的な広い視点か ら議論 し、共 に取 り組 める可

能性を感 じた。(写 真3)

施設職員 の方々 も、 「これ をきっかけにアジア

とのつ なが り

を広 げ、 日本

のケアを伝 え

ていきたい。」

「こ うい う機

会 が毎年 あれ

ば良い のに。」

と話 し、 自分

たちが熱 心に 写真3.施 設での食事介助の体験

取 り組 んでい る 日本 での高齢者 に対す る取 り組

みを世界に発信で きることに喜びを感 じていた。

また、 日本 のケアを伝えるだけではな く、台湾で

の高齢者 への取 り組 みの現状 も情報 交換 を積極

的に行 っていきたい とい う話を していた。施設の

方の国際交流 に興味を示す発言 を聞いて、現場 レ

ベルでの国際交流 の実現の可能性を感 じた。 この

よ うな国際交流に関心を示す施設が増え、実際に

各国が協 同 して高齢 者ケア に取 り組 む よ うにな

ることを願 う。

VI.ま とめ:国 際交流 のすすめ

今回、このよ うに多 くの学びができた理由とし

てプログラムを作 り、招待 した側 の院生 とい う立

場で関 り、 日本の高齢者ケアを伝えるとい う、役

割があったことは大きいと思 う。その役割のため

に、ごまか した り甘えた りするのではなく、自分

自身 に厳 しくなれ、普通では飛び越 えられない一

線を越えて関わることができた。それが貴重な経

験、学びにつながった と思 う。国際交流は英語 の

勉強、文化 の違 う人 との触れ合い とい うイメージ

であったが、人 と人 とが向き合 う上で大切なこと

を学ぶ ことができ、さらに今後の国際交流への希

望 と興味をよ り一層強 く持つことができた。

普段 は、認知症 をテーマ に研 究を進 めてお り、

自分の研究テーマにのみ視点が集 中 しがちだが、 

今 回のTMUの ボランテ ィアを通 じ、 日本の高齢

者 ケアの現状 ・問題点の全体像 を再確認できた。

今後 は、高齢者 問題 の全体の 自分の研究の位置づ

けを意識 し、国際的な視点 も含めて複合的な視点

を持 って研究を進 めていきたい と思 う。
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